
 

新庄市の小中一貫教育の形
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 一昨年度から２か年かけ、関係の皆様の真摯な議論を経て、この度「新庄市立小・中一貫教育校

基本計画」が策定されました。この基本計画は、これまで新庄市が小中一貫教育について、どのよ

うな経緯で取り組むに至ったか、子ども達の成長にとってどん 

な利点があるのか、平成２７年度開校予定の萩野地区小中一 

貫教育校の教育目標等の目指す姿、そして学校施設整備の方 

針や具体的な配置などが全６７ページにわたり記されており、 

以下のような目次になっています。 

 Ⅰ はじめに 

 Ⅱ 小・中一貫教育校設置に当たっての基本的な考え方 

 Ⅲ 小・中一貫教育校整備の対象校 

 Ⅳ 小・中一貫教育校設置に関わる基本的な事項 

 Ⅴ めざす小・中一貫教育校 

 Ⅵ 小・中一貫教育校の施設整備 

 Ⅶ 開校までのスケジュール （＋資料編 ） 

                             （「新庄市立小・中一貫教育校 

 ＜内容から＞                             基本計画」表紙 ） 

Ｑ なぜ、新庄市は小中一貫教育に取り組んでいるのでしょうか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『萩野地区小中一貫教育校』開校に向けて 
～ 新庄市立小・中一貫教育校基本計画が策定されました ～ 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※  新 庄 市 教 育 委 員 会  ※※※※ 
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新庄市では、平成１７年３月に策定した「いのち輝く新

庄もみの木プラン２１」に基づき実践を進め、平成１８年

度から新庄中学校区の小中連携の委嘱研究、これを更に深

化させた２０年度からは日新中学校区の小中一貫教育へ

と研究実践の方向性が打ち出されました。それ以降市内全

小中学校が９年間の見通しで子どもを育てるという小中

一貫教育を推進し現在に至っています。この指導の考え方

の基本には、子どもの精神的・身体的な発達の変化が加速

し、中学１年生よりも２年程早い、小学５年生くらいから

思春期が始まるという認識が一般化していることなどを

踏まえ、９年間一貫した教育理念や指導観に基づく指導の

必要性が全国的に広がっていることが背景にあります。 （新庄市の小中一貫教育の形） 

 



Ｑ 萩野地区小中一貫教育校の教育課程の特色は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ 萩野地区小中一貫教育校の施設設備面の主な特色は？ 

 

 

 

 新庄市教育委員会では、萩野中学校区の小中学校（萩野中学校、萩野小学校、泉田小学校、昭 

 

 

 

 

 

 

 

萩野地区小中一貫教育校実施計画策定 

委員会が設置、活動はじまる！ 

  基本計画を踏まえ、平成２７年度４ 

 月開校に向けて、実施計画策定委員会 

が、この５月１６日に立ち上がりまし 

た。校名・校章・校歌・制服等検討部会、 

カリキュラム等検討部会、施設設備等検討 

部会を設け、より具体的な計画を検討していきます。 

 

 

 

 

【お問い合わせはこちらへ】 

  新庄市教育委員会  電話番号 （ 0233 ） ２２－２１１１ 
    建設する施設のことなど ・・・ 教育総務課  （内線４４１、４４６） 
    小中一貫教育の内容など ・・・ 学校教育課  （内線４４０、４４２） 

（１）地域に根ざした小中一貫教育の推進 

地域とともに支え合う学校づくり 

ふるさと学習の推進 

キャリア教育の充実 

「こころの教育」の推進 

（２）発達段階に応じた学年区分（右図参照） 

  ４－３－２の教育システム 

（３）小学校段階からの一部教科担任制 

（４）教科教室制の導入（中２，中３中心） 

（５）異学年交流の推進 

※卒業式や１／２成人式などのリセットの機会

に配慮や工夫を行う。 

新しい施設は、教育目標を実現するために特色づけられた教育課程の要素を盛り込み、北部

地域のセンター的な役割も十分発揮できる施設規模と機能を持つ学校施設の整備を行います。 

（１）４－３－２の教育システム機能発揮に向けて 

  ４－３－２をブロックごとにまとめ、普通教室と一体化したオープンスペースの配置 

（２）教科担任制のための教科教室とホームルームの設置 

（３）異学年交流を生み出す空間の創出（多目的ホール（ランチルーム））  

（４）地域住民に開かれた学校づくり（複数の地域交流室、学童保育所、施設社会開放等） 

（５）環境に配慮した施設整備 

  太陽光発電、雨水及び地下水活用、（屋上プール） 

施設鳥瞰イメージ図（基本設計より） 


